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人口 と面 積( 元 年. 9. 1)
世 帯　241, 277
人 口　642, 545 人
男　326, 551 人
女　315, 994 人

面 積　53. 25km2
人 口 密度　12, 067 人/ km2

《毎月5 日 、15日、25日 発行》

健全 財政でまちづくり さらに進む
昭
和
6
3
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

(

本決算は開会
中の区議会で
審議中です

)

昭
和
6
3年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
現
在
第
3
回
区
議
会
定
例
会
で
審

議
中
で
す
。区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
は
、
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
た
の
で
し
f
つ
か
。
6
3年
度
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
歳
入
(
千
6
3
9億
円
)

6
3年
度
も
特
別
区
税
、
特
別
区

交
付
金
が
好
調
な
伸
び
を
示
し
ま

し
た

。
特
別
区
税
は
所
得
の
堅
実

な
伸
び
に
伴
い
3
7
8億
円
、
対
前
年

度
比
7
%

の
増
。
特
別
区
交
付
金

は
、
調
整
3
税
(
住
民
税
法
人
分
、

固
定
資
産
税
、特
別
土
地
保
有
税
)

の
伸
び
で
6
3
8億
円
、
対
前
年
度
比
7

・
4
%

の
増
と
な
り
ま
し
た

。

ま
た

、
6
3年
度
か
ら
「
利
子
割

交
付
金
」
が
新
般
さ
れ
、
東
京
都

が
徴
収
し
た
都
民
税
利
子
創
の
一

部
が
都
か
ら
交
付
さ
れ
ま
し
た

。

そ
の
額
2
1億
円

。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
に
お
け
る

一
般
財
源
の
構
成
比
は
6
5・
2
%

と
な
り
ま
し
た

。

一
方
、
特
別
区
債
は
起
債
発
行

の
自
粛
に
よ
り
6
億
円
を
創
り
ま

し
た

。

□
歳
出
(
千
5
6
8億
円
)

行
政
改
革
や
事
務
事
業
の
見
直

し

、
職
員
増
の
抑
制
等
の
努
力
で

歳
出
に
占
め
る
義
務
的
経
費
(
ど

う
し
て
も
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
経
費
)
の
割
合
が
昨
年
よ
り

減
り
4
4・
1
%

と
な
り
ま
し
た
。

節
減
努
力
し
た
財
源
は
、
住
区

セ
ン
タ
ー
2
ヵ
所
、
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
2
ヵ
所
等
の

建
設
、
親
水
水
路
、
公
園
、
道
路
、

下
水
道
等
の
整
爾
な
ど
2
1世
紀
に

向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
積

極
的
に
充
当
し
ま
し
た

。

ま
た
、
歳
出
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、
こ
れ
ら
施
設
建
設
に
伴
う
用

地
購
入
費
の
伸
び
で
す

。
地
価
高

騰
な
ど
も
あ
り
、
6
3年
度
は
8
8億

円
、
対
前
年
度
比
1
8
5・2
%

増
と

な
っ
て
い
ま
す

。

区
で
は
、
今
後
と
も
健
全
な
財

政
運
営
を
図
り
、
さ
ら
に
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す

。

区
内
を
流
れ
る
葛
西
用
水
は

全
長
3
.
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。6
3
年
度
に
は
第

1
期
(
郷
土
博
物
館
前
3
0
0封)

が
完
成
。
現
在
は
環
状
7
号
以

帛
の
第
2
期
工
S
が
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
事
業
に
6
3年
度
5

億
円
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

財源別歳入決算額

◎ 一般財源… 財源とし ての使途が制詞さ れず、どのよう な経費にも
使用できるもの

◎ 特定財源… 財源とし ての使途が特定されているもの

老人保険医療特別会計

歳入決算額209億円

歳出決算額205億円

国民健康保険特別会計

歳入決算額322億円

歳出決算額312億円

目的別歳出決算額

性質別歳出決算額

昭 和63 年 度 に
行 っ た 主 な 事 業

1. 首 都の生活をささ える自立 する まち
( 1諂i ‾l匸詬員6, ! a ・Pj
( 2)中小企業融資71, 058 万円
( 3訛 千住駅西口立 体駐車場 の燧殷

63, 258 力H
2. 緑と 水の豊かな潤い のある まち
( 1)葛西用水 親友 水路整備50, 〔M7万円
( 2)ノ皿 落し 稷j ( 水㎜7, ) au カドj
( 3m イ匕j●・3, 国4yJドj
( 4)公圃整備426, 744 刀円

3. 心 のふれあい の豊 かなま ち
( 1莊 珮境塵 偉モ デル● 業18, 156 万円
( 2}住区センタ ー{ 東硬 瀕・ 大谷田) の
麹設70, 163 万円
( 3)老人福祉対 策323, 030 万円
( 4) 3Ξ i舌保震1, 491, 413 万F1
4. 健康と安全を 願って
( 1)防災生活團モ デル事業1( x2, ( x34万円

( 2蹼 人舸およ ぴ老人保 健法に基づく 予
防刔集43, 889 万円

5. 交通施設 のととの った 便利 なまち
t l }都市計圓 耋麒塵備361, 811 万円
( 2}道路 ・櫺伊餡歯171, 354 万円
( 3}交通安 全対懾159, 225 万円
( 4盾 人 新報 の瑁設( 潤 査) 4, axJ 万円

6. 豊かな 教育と文化の 創造
( l )青年 館の大規模i 坎修21, 916; 万円
( 2) A- V 峨器の設置4, 9 【賀i万 円
( 3)学 校施殷整備4 祁, 137 万円
Ⅲ 文化 活励の振茣48, 121 万円

7. 計画実 現のために
Ⅲ 地域 福祉振興基金 穡立金　400, 000

万円
( 2)郡市 暈観・彫劃 のまち基金穡立 金　100, { xx}

万円
( 3】文化 振興基金禎立 金20, 738 万円

63 年 度 に 造 成 し た 柳 原 千 草 園

1
4
分
野
1
6
7
人
を
表
彰

平

成

元
年
度

足
立
区
功
労
者

1
0月
1
日
「
区
民
の
日

」
に

平
改
元
年
度
足
立
区
功
労
者
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

自
治
功
労

、
社
会
福
祉
功
労

な
ど
1
4分
野
で

、
区
に
永
年
功

労
の
あ
っ
た
1
6
7人
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た

。(
敬
称
略
)

【
自
冶
功
労
】

石
川
純
、

今
井
重
利
、
上
田
二
郎

、
上
野

登
、
大
神
田
賢
次
、
河
合
平
内
、

鹿
演
清
、
白
石
正
輝
、
田
中
章

雄
、
野
中
榮
治
、
演
崎
健
一
、

逸
r

英
幸
ヽ
春
田
清
治
ヽ
圷
廣
、

石
井
正
之
助
、石
川
金
市
、内
田

一
也

、榎
本
正
敏
、大
潭
捷
宏
、

岡
本
包
治
、
兼
子
仁
、
河
野
洋

次
郎
、齊
藤
茂
、杉
田
昭
一
。
鷺

見
敏
行
、恒
川
惠
市
、福
島
正

弘
、
福
原
徳
昭
、皆
川
榮
二
郎
、

宮
島
利
男
、宮
本
喜
則
、村
上
信

次
、山
田
保
、
渡
邉
喜
一

【
社
会
福
祉
功
労
】

磯
部

博
史
、
大
原
誠
之
助
、
金
子
与

四
郎
、
神
山
マ
サ
ノ

、近
藤
明
、

清
水
榮
三
、
瀬
田
金
次
郎
、
高

僑
健
次
郎
、
竹
之
内
倉
吉
、
戸

枝
麻
夫
、
那
須
三
吉
、
星
稔
、

松
原
雄
三
、
森
幸
藏
、
古
田
敏

江
、
和
田
文
子

【
社
会
生
活
功
労
一

岡
壽

正
江
、
寒
河
江
ナ
ヲ
、
鈴
木
又

右
術
門
、
松
島
勝
右
工
門

【
公
衆
衛
生
功
労
】
相
原

要
、
青
木
孝
司
、
安
發
美
通
、

池
上
文
則
、
石
井
泰
明
、石
井

岬
子

、
伊
藤
昭
雄
、上
杉
隆
男
、

臼
井
進
、
大
西
美
代
智
、
大
村

隆
子

、
小
倉
英
夫
、勝
間
榮
子
、

加
藤
健
『

國
島
精
治
、
黒
川

和
美
、
齊
木
宏
、
佐
藤
森
男
、

角
郁
夫
、
寺
山
育
子

、
内
濠
榮

一
郎
、
西
本
溥
、
橋
本
敏
雄
、

平
田
茂
明
、
藤
井
正
孝
、
宮
澤

大
三
郎
、
和
鳥
啓
藏

【
学
校
教
育
功
労
一

石
鍋

榮
次
郎
、
大
島
文
夫
、
小
童
甚

三
郎
、
小
澤
勇
、
庠
川
正
登
、

佐
野
善
次
郎
、
瀬
谷
利
夫
、
宝

田
博
之
助
、野
尻
佳
宏
、馬
場
重

雄

、藤
井
房
、増
田
灣
、
脇
光
隆

【
社
会
教
育
功
労

】

新
井

勇

、六
鳥
光
、
屋
間
賢
、伏
見
膺

【
産
業
功
労
】
斉
木
慶
一
、

石
原
太
一
郎
、
海
老
原
達
朗
、

柿
沼
貫
太
郎
、
佐
藤
守
孝
、
鈴

木
幸
男
、
瀬
田
新
二

、
高
橋
橿

治
、
田
中
欣
治
、
中
島
康
男
、

則
本
克
美
、
二
見
隆
男
、
舛
田

七
右
衛
門
、吉
田
灣
高
、若
旅
灣

【
建
設
功
労
】

市
川
吉
五

郎
、江
川
武
雄
、
日
下
部
政
七
、

小
泉
光
信
、小
原
仙
三
郎
、小
宮

英
一
、小
宮
正
七
、
小
山
榮
一
、

齊
藤
舞
、鈴
木
信
三
、鈴
木
惣
太

郎
、
鈴
木
留
雄
、
高
橋
三
郎
、

野
辺
明
、矢
萩
守
作

、矢
萩
時
三

郎
、
矢
萩
三
保
三
、
山
岸
恒
平

【
統
計
功
労

】

石
川
廣
太

郎
、
稲
葉
繁
、
後
藤
要
、
小
宮

平
次
郎
、
佐
藤
加
代
芙
、
中
村

新
一
、
西
村
弘
行
、古
谷
克
巳

、

古
谷
昭
一
、
森
澤
貞
雄
、
山
下

英
一
郎
、
吉
田
榮
三

【
納
税
功
労
一

厩
老
M
省

三
、
鈴
木
良
浩

【
文
化
功
労

】

蹈
重
武
徳
、

甲
田
靜
子
、
林
繁
、町
山
盛
『

三
留
喜
代
司
、
村
越
康
二

【
体
育
功
労
】
大
橋
司
、野
中

爽
司
、平
肖
金
男
、
松
野
x
庸

【
徳
行
者
】

足
立
区
佛
敵

会
、
株
式
会
社
創
烹
中
田
壓
、

株
式
会
社
三
浦
工
務
店
三
和

会
、
庄
司
正
英
、
東
京
江
北
口
I

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、松
岡
英
吉
、

森
屋
貫
、
立
正
佼
改
会
足
立
教

会
、
谷
古
宇
正
彦

【
人
命
救
助
】

石
川
a
幸
、

石
川
カ
ツ

、
濱
邉
良
信

《
総
務
課
》
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区
立
小
学
校
の

通
学
区
域
が
変
わ
り
ま
す

区
立
小
・
中
学
校
適
正
規
模
お

よ
び
適
正
配
置
審
議
会
の
提
言
に

基
づ
く
通
学
区
域
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

、
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆

さ
ん
や
学
校
関
係
者
と
話
し
合
い

を
進
め
た
結
果
、左
表
の
と
お
り
、

通
学
区
域
を
変
更
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

実
施
年
月
日

平
成
2
年
4
月
1

日
か
ら

※
新
1
年
生
か
ら
実
施
し

、
在
学

生
は
、
そ
の
ま
ま
で
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
区
域
調

整
主
査
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

変更する通学区域・学校

来
年
4
月
入
園
の

幼
稚
園
児
を
募
集

□
区
立
幼
稚
園

募
集
す
る
園
・・
右

下
表
の
と
お
り

応
募
資
格

区
内
在
住
の
4
歳
児
(

昭
和
6
0年
4
月
2
日
～
励
年
4

月
1
日
生
)
、
5
歳
児
(
昭
和
5
9

年
4
月
2
日
～
6
0年
4
月
1

日
生
)

受
付
日
時
1
1
‥
月
1
・
2
日
、
午

後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

受
付
場
所

入
菌
希
望
の
各
区
立

幼
唯
園

※
募
集
要
頂
、
申
込
用
紙
は
、
各

区
立
幼
唯
園
・
区
民
亊
務
所
・
教

育
委
貝
会
で
1
0
月
2
3日
か
ら
配
付

し
ま
す
。
な
お
、
幼
碓
園
で
の
配

付
は
午
唆
1
時
か
ら
3
時
(
土
曜

日
は
午
前
中
)
ま
で
で
す
。

選
考
日
時

第
一
次
選
考
(
抽
選
)

は
1
1月
7
日
に
入
園
希
望
の
各

幼
稚
園
で
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
事
第
二

係
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

□
私
立
幼
稚
園

受
付
月
日
1
1

月
1
日
か
ら

対
象
3

・
4
・
5
歳
児
(
昭
和
5
9

年
4
月
2
日
～
6
2年
4
月
1

日
生
)

※
願
書
は
1
0月
1
5日
か
ら
配
布
し

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

各
私
立
幼
碓

圃 募集する区立幼稚園

第4回 ベルモント
学生使節団の来日

1
0月
4
日
(
水
)
、
姉
妹
都
市

ベ
ル
モ
ン
ド
市
か
ら
、
学
生
1
0

名
、
引
率
者
3
名
の
使
節
団
が

来
日
し
ま
し
た
。

使
節
団
は
、
1
0月
H
日
(
水
)

ま
で
滞
在
し
、
各
種
の
行
事
に

参
加
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
交

流
を
行
う
予
定
で
す
。ま
た
、学

生
は
区
民
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
ま
す
。
使
節
団
の
方

々
に
お
会
い
し
ま
し
た
ら
、
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

。

主
な
行
事
1
0

月
4
日
…
歓
迎

会
5

日
…
学
校
訪
間
(
大

谷
田
幼
稚
園
・
中
川
東
小
学

校
)
、教
育
セ
ン
タ
ー
・
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
見
学
6

日
…

郷
土
荐
物
館
見
学
、
学
校
訪

間
(
東
綾
瀬
中
学
校
)
8

日
…
東
亰
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
見
学
9

日
・・一
日
光
見
学
1
0

日
…
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ

ー
テ
ィ
よ

綾
願
プ
ル
ミ
エ
)
1
1

日
…
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎
・
都

市
提
携
係
、
則
足
立
区
国
際
親

善
協
会
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

へ

。

昨年の来 日歓迎会

就
学
時
健
康
診
断

を
行
い
ま
す

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
「
就
学

時
健
康
診
断
」
を
行
い
ま
す
。
保

護
者
あ
て
の
通
知
書
は
1
0月
9
日

ご
ろ
に
発
送
予
定
で
す
。
指
定
の

日
時
・
場
所
で
受
診
し
て
く
だ
さ

し

な
お

、都
合
の
悪
い
方
は
、ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す

。

ま
た
区
立
小
学
校
に
入
学
を
希

望
さ
れ
る
外
国
人
の
方
は
、
印
か

ん
と
お
子
さ
ん
の
外
国
人
登
録
証

明
書
を
持
参
し
、
学
事
第
一
係
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
保
健
給
食

係
ま
た
は
学
串
第
一
係

8
8
2
1
1
1
1㈹

違
反
建
築
防
止
週
間

1
0
月
1
1
日
～
1
7
日

1
0月
1
1‥日
～
1
7日
は

、
全
国
一

斉
違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
。

区
で
は
、
1
0月
1
3日
に
違
反
建

築
取
締
ま
り
の
た
め
、
一
斉
公
開

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
平
常
の
監
視
活
動
を
強

化
し
、
違
反
建
築
工
事
を
早
期
に

発
見
し

、
違
反
を
無
く
し
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

す
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
頤
い

し
ま
す
。。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
監
察
係
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

役所等に関する苦情・要望は

行政相談を
総
務
庁
で
は
、
皆
さ
ん
に
行

政
相
鮫
制
度
を
よ
り
い
っ
そ
う

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎

年
1
0月
に
「
行
政
相
談
週
間
」

を
設
け
、
各
種
の
行
事
を
ほ
っ

て
い
ま
す
。区
で
も
、行
政
相

談
委
貝
が
、
各
省
庁
、
公
社
、

公
団
を
は
じ
め
役
所
の
仕
事
に

関
す
る
苦
惴
、
要
望
な
ど
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
行
政
特
設

相
談
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
(
秘
密
厳
守
)
で
す
。

日
時
・
場
所

▽
1
0月
1
8・
1
9

日

、西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
(
二

チ
イ
4
階
)

▽
1
0月
2
0日

。

本
庁
舍
・
区
民
相
談
室

い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
4
時

※
な
お

、
行
政
相
談
は
、
次
の

と
お
り
常
設
し
て
い
ま
す

。

日
時

毎
月
第
3
金
曜
日
、
午

後
1
時
～
4

時

場
所
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

区
民
相
談
室

8
8
2
1
1
1
1㈹

※
行
政
相
談
委
員
は
手
紙
、
電

話
、
面
接
で
も
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す

。

行政相談委員名簿

戦
没
者
等
の
妻
・
父

母・
祖
父
母
に
対
す
る

特
別
給
付
金
を
継
続
支
給

平
成
元
年
1
0月
1
日
に
お
い
て

公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
等
を
受

け
て
い
る
次
の
方
々
は
継
続
し
て

特
別
給
付
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

□
戦
没
者
等
の
妻

対
象
J

特
別
給
付
金
「
ぬ
号
」(
2
0

万
円
)
の
受
給
権
を
取
得

し
た
方

②
第
4
回
特
別
給
付

鵄

ほ
号
」(
6
0万
円
)
の
受
給
権

を
取
得
し
た
方

③
次
に
か
か

げ
る
特
別
給
付
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
戦
傷
病
者
等
の
妻
の

方
で
、
当
該
戦
傷
軻
者
が
昭
和
5
8

年
3
月
3
1日
ま
で
に
公
務
傷

病
等
に
よ
り
死
亡
し
た
方

廁

第
6
回
特
別
給
付
金
「
は
号
」(
3
0

万
円
ま
た
は
1
5万
円
)

㈲
第
8
回
特
別
紿
付
金
「
は
号
」(
5

万
円
ま
た
は
2
万
5
千
円
)

お
よ
び
第
1
1回
特
別
紿
付
金

「
は
号
」(
2
万
円
ま
た
は
1
万

円
)

□
戦
没
者
の
父
母
・
祖
父
母

対
象

戟
没
者
死
亡
時
に
お
い
て

ほ
か
に
氏
を
同
じ
く
す
る
子
も

孫
も
い
な
か
っ
た
父
毋
・
徂
父

母
で
、
現
在
も
氏
を
同
じ
く
す

る
自
然
血
族
の
子
も
孫
も
い
な

い
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
第
5
回
特
別
紿
付
金
「
る
号
」(
3
0

万
円
)
の
受
給
権
を
取
寿

し
た
方

②
第
7
回
特
別
給
付
瞰

と
号
」(
6
0

万
円
)
の
受
給
権
を
取
賜

し
た
方

③
第
9
回
特
別
給
付
金
「
ろ
号
」(
6
0

万
円
)
の
受
給
権
を
取
寿

し
た
方

請
求
期
限

平
成
4
年
9
月
3
0日

請
求
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
民

生
係
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
0
)

米
騒
動
は
、
当
時
の
社
会
運

動
に
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け

ま
し
た
が
、
騒
励
が
終
わ
っ
た

後
の
大
正
8
年
に
、
国
に
部
落

差
別
を
な
く
す
た
め
の
請
願
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
同
和
地
区
の

人
を
官
公
吏
に
採
用
す
る
こ
と

や
官
公
文
書
・
身
元
調
査
な
ど

に
差
別
用
語
を
用
い
な
い
こ

と
、
軍
隊
内
や
教
育
に
差
別
待

遇
を
な
く
す
こ
と
、
部
落
改
善

団
体
を
組
戦
す
る
こ
と
、部
落

改
善
費
を
支
出
す
る
こ
と
な
ど

で
し
た

。

政
府
は
、
大
正
9
年
度
か
ら

部
落
改
善
費
(
大
正
1
2
年
以
降

地
方
改
善
費
)
と
し
て
、
初
め

て
国
家
予
算
を
計
上
す
る
と
と

も
に

、
内
務
省
に
社
会
事
業
行

政
と
労
働
行
政
を
所
管
さ
せ
る

な
ど
、
機
構
の
拡
充
を
行
い
ま

し
た
。

こ
う
し
て

、
い
わ
ゆ
る
同
和

行
政
が
、
初
め
て
国
家
行
政
の

一
部
門
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

ま
し
た

。

し
か
し

、
そ
の
行
政
措
置
は

予
算
額
と
事
菓
内
容
か
ら
い
っ

て
も
、
ま
こ
と
に
微
々
た
る
も

の
で
あ
り
。
そ
の
行
政
姿
勢
も

同
情
的
、
融
和
的
な
も
の
で
し

た

。こ
う
し
た
融
和
運
励
が
進
め

ら
れ
る
一
方
で
、
こ
の
運
動
に

あ
き
た
ら
ぬ
同
和
地
区
の
人
々

自
身
に
よ
る
解
放
運
励
を
組
織

し
よ
う
と
す
る
気
運
が
高
ま
っ

て
い
S
た
の
で
す

。

『
同
情
的
差
別
撤
廃
を
排
し

部
落
民
の
自
発
的
運
励
を
起

し

』と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、各

地
で
大
き
な
反
響
を
生
み
、
運

励
に
は
ず
み
を
つ
け
ま
し
た
。

そ
し
て

、
本
格
的
な
解
放
運

励
と
も
い
え
る
全
国
水
平
社
創

立
へ
と
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和

対
策
担
当
へ

。

追
加
を
受
け
付
け
ま
す

競
争
入
札
参
加

申
請
(
物
品
)

平
成
2
年
度
に
、
区
の
物
品
賈

入
れ
等
の
指
名
氈
争
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

隍
定
し
だ
い
連
絡
し
ま
す

受
付
期
間
1
0

月
2
3日
～
2
7日

受
付
時
間

午
前
9
時
3
0分
I
午

後
4
時
(
正
午
I
午
後
1
時
を

除
く
)

受
付
場
所

本
庁
舎
・
4
階
入
札

室
申
請
用
紙

都
財
秘
局
所
定
用
紙

用
紙
販
売
所

東
亰
都
弘
済
会
(

都
庁
西
1
号
館
地
下
1
階

聚
6
9
8
4
)

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
契

約
第
二
係
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

く
ら
し
の

情

報

年

金

社
会
保
険
街
頭
相
談

今
月
は
、『
国
民
年
金
制
度
推

進
月
閧

』
で
す
。

国
民
年
金
や
、
厚
生
年
金
な

ど
、
社
会
保
険
制
度
全
般
に
つ

い
て
知
り
た
い
方
や
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
方
の
た
め

に

。
区
内
の
2

ヵ
所
で
街
頭
相

談
を
行
い
ま
す
。

開
催
日
時
・
場
所

▽
1
0月
1
1

日
(
水
)
、北
千
住
駅
ビ
ル
W
I
Z

前

▽
1
0
月
1
2

日
(

木
)
、
竹
の
塚
駅
東
口
駅
前

広
場

両
日
と
も
、
午
前
1
0時
か
ら

午
後
4
時
ま
で
受
付

※
当
日
は
、
足
立
社
会
保
険
事

務
所
の
年
金
専
門
官
に
よ
る
。

個
別
相
談
が
受
け
ら
れ
る
ほ

か
、
血
圧
側
定
も
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ

し共
催

足
立
社
会
保
険
事
務

所
、
東
京
社
会
保
険
S
会
足

立
支
部
、
足
立
社
会
保
険
委

貝
会

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

推
進
係
　
8
8
0
5
1
5
1

国
民
年
金
の
支
払
通
知

書
や
振
込
通
知
書
な
ど

金
額
部
分
に
シ
ー

ル
が
は
ら
れ
ま
す

年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
に
、

社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
る
国

民
年
金
の

▽
支
払
通
知
書
・

振
込
通
知
書

▽
年
金
額
改
定

通
知
書

▽
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票

▽
未
支
給
通
知
書

に
シ
ー
ル
が
は
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
シ
ー
ル
は
、
通
知
書
の

金
額
・
支
払
機
関
等
の
部
分
を

お
お
う
も
の
で

、
簡
単
に
は
が

せ
ま
す
が
、
一
度
は
が
し
た
も

の
は
再
び
は
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

禾
支
紿
決
定
通
知
書
と
遺
族

お
よ
び
障
害
に
関
す
る
年
金
の

諸
通
知
書
は
平
改
元
年
1
0月
以

降
、
そ
の
ほ
か
の
も
の
は
平
成
2

年
か
ら
す
べ
て
シ
ー
ル
が
は

ら
れ
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

紿
付
係
　
8
8
0
5
1
6
5

募

集

河
川
水
質
ワ
ー
ス
ト
1

脱
却
を
め
ざ
し
て

綾
瀬
川
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
募
集

綾
瀬
川
は
、
全
国
1
級
河
川

の
中
で
9
年
連
続
水
質
ワ
ー
ス

ト
1

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た

。
こ
の
脱
却
を
め
ぎ
す
崚
瀬

川
の
水
質
改
善
運
勳
の
一
環
と

し
て
、「
こ
れ
か
ら
の
綾
瀬
川
に

つ
い
て

」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
募
集
し
ま
す
。

優
秀
作
品
は
、
綾
瀬
川
浄
化

ポ
ス
タ
ー
に
使
わ
れ
ま
す
。

応
募
方
法

綾
瀬
川
流
域
の
区

民
事
務
所
、
図
書
館
に
あ
る

「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
」

の
チ
ラ
シ
に
付
い
て
い
る
(

ガ
キ
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い

応
募
期
限
1
1

月
3
0日

問
合
せ
先

纜
境
課
水
賢
調
査

係
(
昌
5
3
7
5
)

※
1
0月
2
9日
、
午
前
9
時
か
ら

舎
人
緑
逎
と
神
明
六
木
遊
歩
遭

で
「
峻
瀬
川
ク
リ
ー
ン
大
作
峨
」

を
行
い
ま
す
。
奮
つ
て
ご
尠
加

く
だ
さ
い
。

区
民
事
務
所

窓
口
用
サ
ー
ビ
ス

封
筒
の
広
告
募
集

区
内
各
区
民
事
務
所
の
窓
口

で
使
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
封
筒
に

掲
敢
す
る
広
告
の
申
し
込
み
を

次
の
要
價
で
受
け
付
け
ま
す
。

掲
載
の
範
囲

▽
区
内
商
工
業
の
発
展
を
期

す
る
も
の

▽
政
治
、
宗
教
活
動

、
意
見

公
告
、
個
人
宣
伝
に
か
か
わ

ら
な
い
も
の

▽
公
の
秩
序
、
魯
良
な
風
俗

に
反
し
な
い
も
の

広
告
の
大
き
さ
1
枠
、
縦
約

4
〃
琵
、
横
約
8
?
メ
ー
ト
ル
(
表

面
2
枠
、
裏
面
4
枠
)

広
告
料

掲
載
1
枠
に
つ
き
、

表
面
2
0万
円
、
S
面
1
0万
円

作
製
数
4
0

万
枚

申
込
期
限
1
0

月
1
3日

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
住
民
記
録
佩

8
8
0
5
0
4
5

お
し
ら
せ

高
齢
者
の
た
め
の

仕
事
相
談
会

高
齡
者
雇
用
強
飼
月
間
に
あ

た
り
、
高
齢
者
の
た
め
の
仕
事

の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
6
0歳
以
上

で
勵
く
こ
と
に
関
心
と
意
欲

の
あ
る
健
康
な
方

日
時
1
0

月
1
3日
(
金
)
、
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時

場
所

勦
労
福
祉
会
館
(
綾
瀬

ブ
ル
ミ
エ
内
)

内
容

働
き
た
い
と
思
つ
て

も
、
「
年
だ
か
ら

」と
あ
き
ら

め
て
い
る
方
、「
実
際
に
ど
ん

な
仕
亊
が
あ
る
か
」
と
関
心

の
あ
る
方
、「
定
年
浚
も
働
き

続
け
た
い
」
方
な
ど
の
相
談

問
合
せ
先

足
立
区
高
齢
者
事

業
団
(
　
8
5
9
2
5
6
1
)
ま
た

は
墨
田
高
齢
者
無
料
職
業
紹

介
所
(
　
6
1
6
7
6
6
8
)



1989 年( 平成元年) 10 月5 日 あ だ ち 広 報 第837 号( 3)

10 月1 日
～31 日

食
生
活
改
善
月
間

指
先
で
つ
ま
め
る
お
な
か
赤
信
号

食
欲
の
秋
!
　

や
せ
た
い
人
に

は
、そ
れ
だ
け
誘
感
の
多
い
季
節
。

つ
い
つ
い
食
べ
す
ぎ
、
歛
み
す
ぎ

で

、
気
づ
い
た
時
に
は
も
う
遅
い
E

で
は
困
り
ま
す
。

あ
な
た
の
食
生
活
を
改
め
て
見

匱
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
太
る
の
が
気
に
な
る
方
、
次
の

項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

う①
「
ひ
と
口
く
ら
い
平
気
よ

」
と

首
わ
れ
て
、
そ
の
気
に
な
っ
て

食
ぺ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

。

②
1
日
2

食
に
食
事
を
減
ら
せ
ぱ

や
せ
る
と
思
つ
て
い
る

。

③
ウ
エ
ス
ト
が
き
つ
く
な
っ
た
ス

カ
ー
ト
や
ズ
ポ
ン
を
気
に
し
な

が
ら

、
は
い
て
い
る

。

④
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
明
日
か
ら
す

る
」
と
い
う
言
葉
を
今
日
も
言

つ
て
い
る
。

⑤
家
族
や
友
人
の
中
で

、
い
つ
も

一
番
早
く
食
べ
終
わ
る
。

⑤
歩
け
ぱ
1
5分
位
の
所
で
も
、
乗

り
物
を
利
用
す
る

。

⑦
余
っ
た
料
理
を
全
部
食
ぺ
て
し

ま
う
。

⑧
仕
事
場
や
家
で

、
お
や
つ
を
食

べ
る
習
慣
が
定
着
し
て
い
る

。

⑨
休
日
は
ゴ
ロ
ゴ
ロ
寝
て
い
て

、

な
ん
と
な
く
1
日
が
終
わ
っ
て

し
ま
う

。

⑩
食
ぺ
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を
解

消
し
て
い
る
。

さ
て

、
い
く
つ
思
い
あ
た
り
ま

し
た
か
。
や
せ
た
い
た
め
の
無
理

な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
体
を
こ
わ
す
原

因
。
美
し
く
健
康
的
に
や
せ
る
た

め
の
食
亊
方
法
に
つ
い
て

。
保
健

所
、
保
健
相
談
所
の
栄
養
士
が
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
食
生
活
改
善
月
間
記
念
講
演
会

「
新
し
い
素
材
の
活
用
に
つ
い
て

」
講
師

田
口
道
子
氏
(
東
京
製
菓

学
校
講
師
)

日
時
1
0
月
1
7日
(
火
)
、午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

場
所

足
立
保
健
所

申
込
方
法

電
話
予
約

※
栄
養
揩
導
パ
ネ
ル
の
展
示
も
あ

り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健
所

・
栄
養
担
当

　
8
5
5
4
1
5
1

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中央 本町保 健相談所 　880- 5351

1
0月
1
0日
、目
の
愛
護
デ
ー

近
ご
ろ
な
ん
と
な
く
物
が
見
づ

ら
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
視
力
が
衰
え
た
り
、
物
が
二

漿
や
ゆ
が
ん
で
見
え
た
り
な
ど
、

そ
の
症
状
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
病

気
が
隠
れ
て
い
ま
す
。

目
は
成
人
病
の
鏡

中
で
も
老
視
、
白
内
障
(
白
そ

こ
ひ
)
、緑
内
障
(
青
そ
こ
ひ
)
、
眼

底
疾
患
の
4
つ
は
、
中
年
以
降
き

わ
だ
っ
て
ふ
え
て
き
て
、
目
の
成

人
病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。4
0歳

を
過
ぎ
た
ら
定
期
的
に
(
6

ヵ
月

～
1
年
に
1
回
)
目
の
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

動
脈
硬
化
の
よ
う
な
全
身
の
成
人

鍔
の
早
期
発
見
に
も
な
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
が
目
を
細
め
て

物
を
見
ま
せ
ん
か

極
端
に
ま
ぶ
し
が
る
、
よ
り
目

に
な
る
、
首
や
顔
を
傾
け
て
見
る

等
の
仕
草
が
あ
れ
ぱ
要
注
意
、
眼

科
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

日
常
生
活
の
中
で
は
、
次
の

の
事
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い

▽
適
切
な
照
明
を
エ
夫
す
る

▽
正
し
い
姿
勢
で

物
を
見
る
(

テ
レ
ビ
は
2
～
3
む
以
上
離
れ

て
見
る
)

▽
長
時
閧
の
車
の
溷
転
は

。
お

よ
そ
1
時
閧
ご
と
に
1
0分
間
休
み

を
と
り
、
還
く
の
景
色
を
眺
め
る

よ
う
に
習
憤
づ
け
る

▽
目
の
筋
肉
は

、
非
常
に
デ
リ

ケ
ー
ト
で
、
体
の
疲
労
が
す
ぐ
目

に
表
わ
れ
て
き
ま
す
。
十
分
な
睡

眠
を
と
る
な
ど
体
の
休
養
に
努
め

ま
し
ょ
う

《

衛
生
部
・
保
健
予
防
係
》

な
お
、
目
の
愛
護
デ
ー
「
眼
科

健
康
相
懇
(

無
料
)
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

日
時
1
0

月
1
0日
(
祝
)
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

場
所

新
宿
亰
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

プ
ラ
ザ
ナ
ー
ド

問
合
せ
先

東
京
都
眼
科
医
会

　
8
1
4
5
4
5
1

第
5
回

神
経
難
病
の

検
診
と
相
談

筋
萎
縮
症
・
筋
無
力
症
・
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
神
経
難
祠
の
疑

い
の
あ
る
方
を
対
象
に
専
門
の
医

師
が
検
診
と
相
談
を
行
い
ま
す

。

例
え
ば
、
筋
肉
が
や
せ
る
、
筋

肉
の
脱
力
や
痛
み

、
手
足
の
ふ
る

え
や
し
び
れ
、
言
語
や
視
力
障
害

な
ど
の
自
覚
症
状
の
あ
る
方
で
す
(

脳
卒
中
は
対
象
外
)
。
ま
た
、
保

健
相
談
も
行
い
ま
す
。

日
時
1
0

月
1
5日
(
日
)
、
午
前
9

時
3
0分
～
午
後
3
時

場
所

足
立
保
健
所
(
無
料
)

定
員
5
0

人
(
申
込
順
)

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
「
難

柯
椣
診
」
、住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
屁
状
を
記

入
(
1
0
月
7
日
ま
で
)

主
催
　

足
立
区
医
師
会
、
柬
亰

進
行
性
莇
萎
綰
症
協
会

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
医
師

会
(
〒
1
2
0千
庄
仲
町
1
4
-
4

　
剛
9
8
6
1
)

あ
い
ネ
ッ
卜
2
1

一
口

メ
ッ
セ
ー
ジ

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い

楽
し
く
便
利

な

情

報

区
民
に
身
近
で
愛
さ
れ
る
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
指
し
て
1
0

月
2
日
か
ら
情
報
発
信
を
開

始
し
た
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」。

モ
ニ
タ
ー
を
希
望
さ
れ
た
約
5
0
0

人
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
、
新

し
い
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対

す
る
期
待
と
要
望
が
よ
せ
ら

れ
、
こ
の
欄
で
も
ご
紹
介
を
し

て
き
ま
し
た
。

区
政
情
報
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
空
き
状
況
は
も
と
よ
り
、
財

テ
ク
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
便

利
な
株
価
憐
報
な
ど
回
面
数
で

約
6
0
0の
情
報
を
お
届
け
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
区
内
公
共
団
体

や
民
間
の
団
体
、
企
業
の
参
加

を
得
て

、
さ
ら
に
便
利
な
「
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
だ
ぺ
あ
い
ネ
ッ
ト
回

を

ご
覧
に
な
っ
て
い
な
い
方
は
、

本
庁
舎
・
―
階
ロ
ビ
ー
、
5
階

広
報
課
、
中
央
本
町
庁
舎
ロ
ビ

ー
、
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
ほ
か
。公
社
施
設
で
も
実
際

に
触
れ
操
作
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

き
れ
い
な
画
面
と
便
利
な
嘴

報
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎
・
広

報
課
(
　
8
8
2
1
1
1
1㈹)
へ
。

い
い
汗
流
そ
う

第
1
6

回

障
害
者
体
育
祭

ふ
だ
ん
体
を
勦
か
す
機
会
の
な

い
障
客
者
の
皆
さ
ん
!
　
一
緒
に

汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
障
害

を
も
つ
方
も
た
な
い
方
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
1
0
月
8
日
百
)
、雨
天
の

場
合
は
1
0日
(
祝
)
、
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
4
時

会
場

第
四
中
学
校
(
梅
島
駅
下

車
)

※
体
育
祭
の
前
日
ま
た
は
当
日
、

凖
備
や
連
営
を
手
伝
つ
て
く
れ
る

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す

。お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
福
祉

課
計
画
調
整
係

8
8
2
1
1
1
1
㈹

昨年 の障害者 体育祭

ひ
と
り
親
家
庭

国
民
宿
舎
が
無
料

で
利
用
で
き
ま
す

紅
葉
の
季
節
に
親
子
そ
ろ
っ
て

の
宿
泊
旅
行
は
い
か
が
で
す
か
。

毋
子
、
父
子
家
庭
の
方
に
、
ひ

と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
事
業
を

行
つ
て
い
ま
す
。

宿
泊
場
所

熱
厩
・
日
光
・
河
口

湖
な
ど
1
0
ヵ
所

宿
泊
料

無
料
(
入
湯
税
は
自
己

負
担
)
、
年
度
内
2
泊
ま
で

申
込
方
法

匱
接
窓
口
へ
、
母
子

年
金
・
児
童
扶
養
手
当
証
書
、

育
成
手
当
支
払
通
知
S
な
ど
、

ひ
と
り
親
家
庭
が
確
認
で
き
る

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事
務

所
(
足
立

　
翻
3
1
4
1

、

西
部

　
8
9
7
5
0
1
1
、
中
部

　
8
8
9
1
4
8
1
、
柬
部

　
6
0
5
7
1
0
5

、
北
部

認
6
8
0
0
)

、ま
た
は
本
庁
舎
・
児
童

助
成
係

　
眤
―
―
―
―
㈹

生
活
環
境

水
洗
化
が
可
能
に

な
り

ま

し

た

今
回
、
次
の
地
域
の
水
洗
化

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
エ

亊
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

下
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
支

所

　
6
0
2
8
8
2
2

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の
融

賢
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
(
工
事

前
に
申
請
が
必
要
)
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
成
係

瞋
5
2
0
8

掲示
板

□
街
頭
・
巡
回
労
働
相
談

日
時

下
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

柬
京
都
王
子
労
政

事
務
所

　
鶫
6
1
1
0

□
N
T
T
西
新
井
8
9
0
・
8
9
8
・
8
9
9

局
番
の
電
話
が
、
電
子
交
換
機

へ
の
取
替
工
S
の
た
め
J
1
0
月
1
4

日
(
土
)
午
前
2
眄
か
ら
数
分

間
程
度
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す

。ご
協
力
を
お
頤
い
し
ま
す

。

問
合
せ
先
N
T
T

西
新
井

　
8
5
7
3
4
4
4

□
1
0月
は
「
労
働
保
険
適
用
促

進
月
間

」
で
す

労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
亊
業
主
の
方
は
、
職
業
安
定

所
。
監
督
脣
、
区
内
労
働
保
険

亊
務
妲
合
に
ご
相
談
の
う
え
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
公
共
職
業
安

定
所
(

　
8
8
2
1
2
8
7
㈹
)

ま
た
は
足
立
労
働
基
準
監
督

醫
(
　
8
8
2
1
1
8
7
㈹
)

ひ

ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
E
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
バ
ザ
ー
1
0

月
2
9日
百
)

、

午
前
1
0時
3
0分
/
上
沼
田
璽
(

公
園
(
パ
ン
ダ
公
園
)
/

贈
答

品
、
雑
貨
、
衣
類
な
ど
の
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
(
1
0
月
2
0日

ま
で
に
連
絡
を
)
/

ひ
ま
わ
り

共
同
保
育
園

　
巍
6
1
8
3

=
募

集
=

☆
池
坊
生
け
花
&
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト

毎
週
木
腥
日
、
午
後
6

時
～
8
時
3
0分
/
綾
瀬
プ
ル
ミ

エ
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2
千

5
0
0円(
花
材
代
別
)
/

小
圷

瑟
4
8
7
5

☆
鎌
倉
彫
(
れ
ん
げ
会
)

毎

月
第
1
・
3
火
曜
日
、
午
前
1
0

時
～
正
午
/
江
北
セ
ン
タ
ー
/

月
額
2
千
円
/
初
心
者
歓
迎
/

堀
内

　
8
9
9
2
2
0
1

☆
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

月
2

回
日
曜
日
、
午
前
1
0時
3
0分
～
1
1

時
3
0分
/
北
綾
瀬
駅
付
近
/

月
額
千
円
/
大
前

　
叨
1
7
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郷
土
博

物
館

開
館
三
周
年
記
念
行
事

薪

能
幽
玄
の
世
界

演
者
の
微
妙
な
動
作
に
秘
め
る

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
、
そ
し
て
ス
ト

ー
リ
ー
。
能
は
簡
潔
な
様
式
美
が

特
徴
で
す
。

こ
の
公
演
は
、
初
め
て
観
る
人

に
も
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
歴
史

や
所
作
、
装
東
な
ど
の
解
説
を
交

え
た
入
門
繝
の
鑑
賞
会
で
す
。

出
演
は
足
立
謡
曲
連
盟
。ア
マ

チ
ュ
ア
能
楽
師
と
し
て
、
永
年
研

さ
ん
を
積
み
、
各
所
で
活
躍
中
の

皆
さ
ん
で
す
。

足
立
初
の
区
民
に
よ
る
薪
能
。

博
物
館
の
白
壁
に
ゆ
ら
め
く
炎
と

能
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
1
0
月
2
1日
(
土
)
、午
後
5

時
～
7
時

定
員
1
2
0人
(
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、『
薪
能

希
望

』と
明
紀
(
―

人
1
枚
に
限
る
)

申
込
期
限
1
0

月
1
4

日
必
櫞

申
込
・
問
合
せ
先

郷
土
荐
物
館
(

〒
1
2
0大
谷
田
5
-
2
0
-
1

　
跏
9
3
9
3
)

鷹
狩
り
そ
の
技
と
こ
こ
ろ

開
催
中
の
特
別
展
i

狩
り
、

そ
の
技
と
こ
こ
ろ
」
に
関
連
し
、

講
演
会
と
鷹
匠
に
よ
る
放
鷹
を
行

い
ま
す

。

□
記
念
講
演
会
「
花
鳥
圃
と
自
然

観
」

日
時
H

月
4
日
(
土
)
、
午
後
2

時
～
4
時

講
師

上
村
淳
之
氏
(
日
本
画
家

・
亰
都
市
立
芸
術
大
学
教
授
)

□
現
代
の
鷹
匠
に
よ
る
放
鷹
実
演

日
時
1
1
‥月
5
日
(
日
)
、
午
後
1

時
3
0分
～
4
時

出
演

田
籠
善
次
郎
氏
、
喋
崎
隆

男
氏
、
室
伏
三
喜
男
氏
(
日
本

放
鷹
協
会
会
與
・
鷹
匠
)

定
員

各
1
2
0人(
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

、
希

望
の
行
亊
を
ひ
と
つ
明
記
(
1

人
1

咬
。
両
行
事
と
も
希
望
の

場
合
は
、そ
れ
ぞ
れ
1
通
ず
つ
)

申
込
期
限
1
0

月
1
5日
必
着

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

郷
土

溥
物
館
(
〒
1
2
0大
谷
田
5
-
2
0
I
l

　
6
2
0
9
3
9
3
)

郷
土
芸
能

大

会

区
内
に
は
現
在
3
2の
翹
土
芸
能

保
存
会
が
あ
り
、
翹
土
芸
能
の
伝

承
、
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

な
お

、
今
回
は
栃
木
県
鹿
沼
市

か
ら
の
特
別
出
演
が
あ
り
ま
す

。

日
時
1
0

月
2
2日
(
日
)
、
午
前
1
1‥

時
閲
演

場
所

竹
の
鑞
セ
ン
タ
ー
(
入
場

無
料
)

□

「
泣
き
相
撲
」
へ
参
加
の
赤
ち

ゃ
ん
募
集

麗
沼
市
で
長
い
歴
史
と
伝
続
を

持
つ
「
泣
き
相
撲

」
が
痣
土
芸
能

大
会
に
特
別
参
加
し
ま
す
。
こ
の

「
泣
き
相
撲
」
に
参
加
す
る
赤
ち

ゃ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
1
0

人

対
象

昭
和
6
3年
4
月
～
平
成
元

年
1
月
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

申
込
方
法

電
話

申
込
期
限
1
0
月
1
8日

申
込
・
問
合
せ
先

郷
土
溥
物
館

　
6
2
0
9
3
9
3

第39回 足立区文化祭
区
民
の
皆
さ
ん
の

文
化
・
芸
術
活
勳
の

発
表
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
「
足

立
区
文
化
祭
」。

今
年
も
各
会
場
で

日
ご
ろ
の
虞
果
が
披

露
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

上
表

の
と
お
り

問
合
せ
先

本
庁
舎

・
文
化
振
興
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

総 合 展 覧 会

情
報 コ ー ナ ー

10 月 の 安 売 り デ ー

バスで行く

秋の区内めぐり
秋の一日、区内の公共施設を見学し

てみませんか。
日時　10月18・24日、午前9 時30分～
午後4 時
見学施般 郷土溥物館、エル・ソフィ
ア、紫觸園、都市農業公園(予定)

対象 満18歳以上の健康な又匣。
定員 各回30人( 申し込み多数の際は
抽選)

申込方 法 往復 ハガ キに 住所、氏 名、
年 齡、電話 番号、「施設 見学希望 」と
明記( 1 人1 通に限る)

申 込期限10 月11 日消印有 効
※ 昼食は 各自で持 穆し てくださ い。
申 込・間 合せ先 本庁舎・広聴 係
〒120 千 住1- 4- 18

882 ―1111 ㈹

< 東部区民福祉センター>

指笛人生55年
あし だち大学
公 開 講 座

日時10 月n 日( 水)、午後1 時30分
～3 時30分

対象 一般区民
テーマ　指笛人生55年
講師 田村大三氏( 揩笛創始者)
定員　150人( 先答順)
費用　無料
申込方法 当日直接会塲へ
場所・問合せ先 東部区民福祉セン
ター　〒120東綾瀬1- 5- 17

605―7101

キミもおいでよ
自 然 い っ ぱ い の

塩原林間学園一般利用

クラブ のら宿 、億族 旅行、レジ ャ
ー、 保養の協 として、 塩原林飃学 圜
をご利 用ください 。
利用期 間11 月1 日 ～12月s 日
対象 区 内在住 ・在勦 の方を 主とし
た2 人以 上のク ループ( 未青年者
だけで の利用はで き ませ ん)

施 設使用科 金　 じ>大人m1, 300 円
子どもm6( x) 円c3 纔以下 無料)

食事料 翕 　大 人 … 1, 7u 〕円 　子
ども… 8a1 円 　昼食… 500 円( 雇
食 は希望者 のみ)

申込 方法10 月16 日 ～利用日の5 日
前{ 先鶴l 甌)

申込・問合せ先 本庁舎・校外孛圜 係
　882 ―1111( 代)

第42回　区民体育大会
参 加 者 募 集

□ 相撲
日時　10月8 日( 日) 、午後1 時( 予
庸日15日)
場所 西新井大師境内
参加資格 区内の小・中学生、高校生
費用　無料
申込方法 当日匱接会場へ
申込・問合せ先 宝田 　888―4349

ふれあいの輪
ひ ろ げ た い

福 作 ま つ り
硬瀬福祉作業所では。一般就労の

困難な方が、作業をしながら自立の
ための男力をしています。
区民の皆さんに「綾瀬福祉作業所」

をご理解いただき、ふれあいの軸を
広げていくためr 福作まつり」を行
います。こ参加ください。
日時 　10月21日( 土) …午後1 時
～3 時　　22日( 日) …午前l〔蹲
～午後3 時30分

内容 バザー、榠擬店、作業公閧、
作品展など
場所・問合せ先 綾瀬福祉作業所
東綾瀬1　―26―2　 　606―6186

千住図書館臨時休館

千住図番館では、館内改修工事お
よぴ蔵書点検のため休館し ます。
休館期間10 月15日～11月17日
問合せ先 千住図書館

381―1994

女の フリー スペ ー ス

中絶を考えるPart I I
前回に引き続き、人檜の視嵋で中絶
について考え合います。初参加の方や
男性も気鰹にご参加ください。
日時　10月19日(木) 、午後6 時30分～8F

降30分
対象 区内在住・在勦・在学の方
講師 宮淑子さん( フリージャーナリ
スト)
費用 無料
申込方法 匱接窓口、電話、ハガキ( 住

所、氏名、年齢、職業、「フリースペ
ース希望」と明配)
※ 前回参加しなかった方のため、カナ
ダ映固「中絶一北と南の女たち」を上
映し ます。
日時　10月12日(木) 、午後7 時～8 時
いずれも、
場所・申込・問合せ先 婦人総合セン
ター　〒123梅田7　- 33- 　1　(エルソ
フィア内) 　 　880―5222

ひとりで悩まないで

婦 人 相 談
家族のこと、職場のこと、地域の
こと、そして自分のことで、ひとり
悩んでいませんか。
婦人総合センターでは、女性問題
専門のカウンセラーが相酸に応じて
います。個人の秘密、ブライバシー
は厳守します。
日時 　謚凋月・火・木・金曜日、
午前10時～午後4 時 　毎週水曜
日、午後2 時～8 時

申込方法 電話予約
申込・問合せ先 婦人総合センター

　880―5223

気軽に相談
解決の早道

税 務 相 談

日時 毎週金曜日、午後1 時 ～4時
内容 相続税、贈与税、所辱税など
税金に関すること。事業の経理に
ついて

申込方法 電話予約

交通事 故相談

日時 毎日、午前9 時 ～午後4 時
(日曜、祝日、第2 ・4 土矚日を
除く。土曜日は正午まで)
内容 示破方法、禍害額積算、保険
関係など

場所・問合せ先　いずれも、本庁舎
・区民相談室 　882―1111㈹

青年センター/ シネサロン

「ブレードランナー」

10月のシ ネサロン は、゙ブレ ード ラ
ン ナー。をお 届けし ます。 根強 いフ
ァン を持つSF 映圉 の名作をこ の機
会 に。
日時　10 月18 日( 水) 、午後7 時 から
場 所・問合 せ先 青 年センタ ー

890 ―0061

読書週間記念講演会

日本列島の
外周を旅する

日時　10月14日( 土)、午後6 時
場所 竹の撮センタ ー大ホール(
入場無料)

講師 種村直樹氏( レールウェイラ
イター)

定員300 人( 先善順)
申込方法 直接窓口または電話予約
申込・問合せ先 竹の筱図書館

859―9966

区役所(本庁舎)
地下駐車場貸出中止

電気工事のため、本庁舍地下駐車
場の一般貸し出しを中止します。
貸出中止日　10月14日( 土)
問合せ先( 財)足立区まちづくり公
社　　870―3611

A. N. 　250, 000


